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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの
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事業所番号
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湖山医療福祉グループの理念「自らが受けたいと思う医療と福祉の創造」の元、お客様とご家
族様の思いに寄り添ったケアとお客様のペースを大切に穏やかに過ごしていただけるよう努
めております。医療面では近隣のこもれびクリニックに主治医をお願いし、ご指示やアドバイス
をいただき対応しております。非常時には夜間、早朝を問わず往診くださり大変心強く思って
おります。増床を機に新たなチームとなりましたが、常に自然に助けあえるよいチームであり
お客様の生活を支援しています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
本年度４月に２ユニットが新棟として開所しました。続々と入所が重なり早々と満床となる慌た
だしい日々を乗り越え、落ち着きを持ち戻しつつある今日この頃です。利用者が増えたことか
ら、運営推進会議では参加しやすい日時をアンケートでとったところ、視覚障害のある家族は
盲導犬を帯同して足を運んでくださり、家族だけでも１０名という回もありました。更に、出欠席
票にはコメント欄を設定して、欠席者の意見も集めることもできています。新棟では入居時に
ベッド上の介護でおかゆだった人が、車いすを利用してリビングに出て常食となり、布パンツ
へと向上した例もあり、２ユニットが加わってもこやまケアが健在であることを証明しています
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

静岡県

高齢者虐待法を遵守し取り組み実践してい
ます。日常ケアの中で傷や身体変化がない
よう日々確認を行っています。

運営推進会議に参加して頂き、ご意見を
伺っています。日常的に相談等をすること
は現在はございません。

運営推進会議には市役所と地域包括支援セン
ター職員が交替で出席くださり連携が図られて
いることから、困難ケースを半月程預かった例も
あります。また先月には市役所による運営指導
があり、指摘事項なしで無事終えています

身体拘束ゼロを継続しており玄関も夜間以
外は施錠しておりません。日々の業務の中
で拘束については常に身体拘束ゼロを念頭
に置き、迅速に代替策を講じ対応していま
す。

指針に基づき、身体拘束適正化委員会を３か月
に開催するとともに、本年度の法改正に基づく取
組も併せて推進されています。また、職員トイレ
には３大ロックとこやまケア行動指針が掲示さ
れ、意識継続への配慮があることを受けとめまし
た

地域の方々の意見を聞いて理解して頂ける
ように取り組みをしていきたいと思いますが
進んでおりません。地域の高齢者の方にご
利用いただけるよう富士市より採択され来
年度は3ユニットに増床しました。

多くの意見をいただけるよう出欠席表にご
意見欄を作り展開をしています。活発な話
合いができる運営推進会議となるよう努め
ていきたいと思います。

参加しやすい日や時間帯をアンケートでとったと
ころ、家族の出席が増えています。視覚障害が
ある人は盲導犬を帯同して足を運んでくださり、
家族だけでも１０名という回もありました。また出
欠席票にコメント欄を設けていて、欠席者の意見
を集めることもできています

湖山医療福祉グループ理念・行動指針・こ
やまケア行動方針を常に頭に置いて業務を
行っています。

２ユニットが新棟として加わって新規採用者が増
え、理念を軸とした想いの統一にやや時間がか
かったものの、ユニット間の異動を何度も繰り返
したところ個の良い面がでてきて、現在は以前の
「花ごろも」の姿に戻りつつあります

地区のお祭りに参加したり、事業所のお祭
りに地域の方を招いたりと、昔ながらの馴染
みのある隣組のような関係を築きたいと思
いますが行事も少なく静かな住宅街でもあ
り人の行き来も少なく交流の機会は多くあり
ません。

町内会に加入して回覧板も廻ってきますが、近
隣は勤務者ばかりで散歩でも人と出会うことは
ほとんどありません。一方、昨年度の外部評価
を通じて目標とした「ふくし丸」の来訪が実現して
いて、利用者が心待ちするミニイベントとして昇
華しています

地域の公園で開催される梅まつりでは、
焼き鳥ブースの出店再開も視野にいれて
いるとのことですが、地域の防災訓練や
除草作業への参加も併せてあることを期
待します

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況
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グループホーム花ごろも　既存GH

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

研修や勉強会を行い、知識や技術の向上
に努めています。本年度は介護支援専門員
試験に合格した職員がおります。中途採用
者は中途採用者研修への参加をします。

連絡会を通して、情報収集や共有を図って
いますがコロナ禍であり管理者による
ZOOMでの協議のみであり本年度も交流会
は未定となっております。

法人統一でアンケートを実施しています。回
収率を上げるために方法を検討したり、法
人への直接回答で率直な意見が聞けるよう
にしています。意見には対応策を検討し取
り組んでいきます。

定期での位置づけはないものの、法人主導のア
ンケートとともに都度個人面談もおこなっていま
す。昨年秋に採用した職員が友人を紹介くださっ
たとのエピソードからは働きやすい職場であるこ
とが覗えるとともに、訪問時には職員の花のよう
な笑顔と挨拶がありました

面談の実施、法人で職場環境、条件につい
て常に協議しており残業の削減、ワークライ
フバランスがとれ働きやすい職場を目指し
ています。

管理者より契約書、重要事項説明書、利用
におけるリスクの説明を行い、ご納得いただ
いてから契約を行っています。

ご家族に運営推進会議への参加をお願い
し、情報収集を図っていますが運営推進会
議への参加者は増えておりません。ご意見
箱を設置していますがご意見は頂戴してお
りません。

ユニットが新設されたことで新たな家族の面会頻
度が盛んで、運営推進会議も賑々しく意見交換
が図られています。コロナ禍もあって家族会が実
施できていないことが気がかりで「来年度こそ
は」と現在検討中です

制度の理解を深め、有効活用できるように
と考えておりますが活用はできておりませ
ん。
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グループホーム花ごろも　既存GH

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

席の配置やお話の内容、表情の変化等を
気にして関わっています。他者とのコミュニ
ケーションが難しいお客様には、職員が介
入しお話ができる様にしております。

職員からの近況報告とご家族様から思い出
話等を伺い、支援に生かしています。ご主
人がよく電話をかけてくださる方がいらっ
しゃりタクシーで突然面会にこられますがお
声やご様子を御覧になりとても安心されて
います。

年賀状はできる方はご本人様に、メッセージ
や名前を書いて頂ける様、声掛け・支援して
おります。重度化が進んでおり馴染みの関
係の継続が難しい方が多くなりました。

自宅からの習慣で朝晩のストレッチ体操を欠か
さない人、持ち込んだ仏壇に毎日拝む人のほ
か、家事手伝いも励行されています。また、１階
と２階で分かれて入居した元・ご近所さん２名
は、思いかけず以前通りの往来が実現していま
す

本人様の出来る事・出来ない事の把握、ま
た行いたい事の把握をし、サービス提供を
しています。お体の状態を受容できないご
家族様に主治医より直接説明をしていただ
くことがありました。

今まで行ってきた家事や生活習慣を大事に
できるお手伝いは積極的に行っていただい
ています。お客様同士の相性も考え、座席
の位置やお話の間に入らせて頂くなど生活
しやすいよう配慮しています。

入居前のカンファレンスで、本人様のお気
持ちとケアについて、職員間で共有していま
す。ご本人様と同じ目線・立場に立って気持
ちを考える事を大事にしています。

施設見学時やご利用申し込み時には、ご家
族様のお話を丁寧にお聴きし、不安や悩み
についてお答えしています。また、面会時や
電話等で、小まめに本人様の様子を伝えて
います。
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己
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自己評価 外部評価
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22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

経過記録は、出来事がないと同じような記
述になってしまうことを反省し、お言葉やご
様子など、どうであったか、がわかるように
記録することに努めています。

ご様子が急激に変わった方に、以前のよう
な笑顔でお過ごしいただけるよう関わって参
りましたが悪化するばかりで「GHでいいの
か？」と悩む職員もおりました。精神科を受
診、様子をみております。富士市職員より
GHだから生活できている、との言葉を励み
に支援しております。

一日の過ごし方が、出来るだけ、ご本人様
の希望に沿えるようにしています。心身状
態や、ＡＤＬについては、朝・夕の申し送りと
業務日誌、ホワイトボード、ラインワークス
等を活用しながら、情報共有に努めていま
す。

計画作成担当者がご本人様のご様子やお
言葉、ご家族様、職員の意見をきき作成し
ています。

新棟では面会が頻繁なことを活用したサービス
担当者会議の開催もスムーズで、作成にあたっ
ては家族との意見交換を大切に考えています。
現在新人比率は高いものの、介護記録には介
護計画書のサービス内容を掲載していることか
ら日々のモニタリングは確かです

その人らしい生活ができるよう、起床時間や
日中の過ごす場所等、出来るだけ、ご本人
様の希望に沿えるよう努めています。また、
表情や様子からご本人様の立場に立った
声掛けをさせて頂いております。

一度に１８名が「よーい、ドン」のスタートだったの
で、「コレが好き？」「この目標で達成できる
の？」と職員側が迷うことは否めないものの、現
在は利用者が意思疎通が明瞭なことに助けられ
ており、今後は個別性を高めようと前進していま
す

ご利用前に、アセスメントシート・インテーク
を元に職員間で話し合いや回覧を行ってい
ます。

入院や死去等で契約が終了したとしても、
相談がいつでもできる環境作りを行ってい
ます。会いにきたよと施設にお越しくださる
ご家族様がいらっしゃいます。
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29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

災害時マニュアル、避難確保計画、BCPを
作成、計画に基づき訓練をしています。地
域との協力体制はまだ築けておりません。

法定訓練は１０月と２月実施するとして年間計画
にも位置付けています。BCPは法人が原板を作
成したうえで、事業所で自施設版を整備していま
すが、「まだまだとして」防災士を中心とした防災
委員会（おおむね３か月）を通じた見直し、検討
が継続されています

緊急時や、サービス担当者会議等で、ご家
族様のその時のお気持ちを伺っておりま
す。事業所として出来る限り希望に沿えるよ
う努めています。100歳の夫と過ごさせたい
とご家族様が介護休暇をとり最期の数日を
ご自宅で過ごされた方もいらっしゃいまし
た。

此処２年で１名のお見送りがありました。２５名を
担当する医師は、「尿がでなくなかった」と夜間に
連絡をしたときにも、「近くにいるからすぐ行くよ」
と立ち寄ってくださった事もあり、親身な対応の
ある医師が協力医で安心です

マニュアル、フローにそった対応ができるよ
うに日ごろから急変、事故発生に備えてい
ますが訓練は実施しておりません。

体調の不良がみられた際は訪問看護ス
テーションに連絡、指示をもらい対応してい
ます。先日は夜間でしたが訪看から主治医
に連絡、主治医の指示により訪看が来所、
その後主治医も往診にきてくださいました。

お客様に変化が出たとき等は訪看、主治医
と連携を図ります。入院になった際には職
員も同行、病院関係者と連携をとり、帰設後
の対応についても整えています。

慰問を再開し楽しんでいただいております。
田んぼで仕事をされるご主人に天気がよけ
れば会いにいきおいしい野菜をいただき食
事に使わせていただいております。

ご利用時に納得を頂いたうえで、かかりつ
け医について説明をさせて頂いております。
初回訪問診療前に受診していただきスムー
ズな支援となっています。

医師は２か所に依頼しており、２５名と２名に分
かれています。双方ともに看護師を帯同していて
月２回の訪問診療をおこない、事業所側の立ち
合いは副主任またはユニットリーダーで、記録は
往診ファイルに残しています
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Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

お食事の量、嗜好等、留意した支援をききょ
うの郷の管理栄養士より月１回指導をいた
だいています。水分がとりずらい方には、ゼ
リーや味を変えたりなど、支援しています。

毎食後、口腔ケアを行い、口腔内の清潔保
持に努めています。自歯が無いお客様には
液体歯磨きを使用しています。また訪問歯
科があり、ご希望の方は利用されていま
す。

お客様は着たいもの、身につけたいものを
職員と一緒に決めたり、支援をさせて頂い
ています。
また、衣替えもご家族様に協力しながら一
緒に行っています。

お食事のテーブル拭き等、職員と一緒に
行っています。食後には下膳や食器拭きも
お客様の出来ることはお願いしていますが
感染拡大時には中止しておりました。調理
は行っていただけておりません。

食材の彩が考慮されるほか人参は花型にくり抜
かれるなど、見た目にも華やかな食事が提供さ
れています。バレンタインにはおやつレクとして
チョコづくり、行事食では竹の流しソーメン、誕生
日のデコレーションケーキと、ハレの日を満喫で
きるよう企画されています

職員主体にならないようにお客様の自己決
定を大事にしています。「おにぎりが食べた
い」の言葉を聞き、ご自身でにぎっていただ
きよい笑顔がみられました。

天気の良い日には外に散歩に出掛けたりと
その時の気分で、１日をお過ごしして頂いて
います。

こやまケアという、個別ケアについて取り組
んでおり個人の尊厳を守る働きかけをして
います。

こやまケアの考え方、在り方に重きを置き、接遇
などの研修を通じて振り返っています。入所当初
は何もできない状態だった人が徐々に朗らかに
なり、「洗濯機止まったよ～」と自然に声が出て
いる様子に職員も自らのサービスの手ごたえを
感じています
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43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

地域の行事に参加する等、地域との関わり
も大切にしておりますがしばらく外出が出来
ない状況が続いていました。ご遠慮いただ
いていたご家族様との外出も、また感染者
が増えているためかご希望されるご家族様
はいらっしゃいません。

住宅に囲まれてはいますが、少し歩くと川のカモ
鑑賞もでき、春には桜の花見もできる場所です。
ドライブも季節に応じておこなわれ、神社で催さ
れる風鈴祭りや、岩本山公園での散策で眺めの
よい風景を堪能した日もあります

申し送りや会議、カンファレンスの中で、薬
について職員間周知をしていると共に、薬
情も必ず目を通します。訪問診療は訪看、
薬剤師も同席、適切な服薬についてご相談
させて頂いています。

職員と共に家事等のお仕事はできることを
担って頂いています。気候がよければお散
歩に出掛け、気分転換を図っています。夜
の床掃除を手伝ってくださる方もいらっしゃ
います。

その時折のお客様の様子や気分によってお
誘いしています。
またお好きなお湯加減、時間等、お客様の
気持ちに沿った支援を行っています。

現状は職員配置が厳しく同性介助に応えられな
い可能性はありますが、リクエストはありませ
ん。本部から作業療法士が月２回来所して環境
設定くださっていて、脱衣で気づいたアザなどの
相談にものってもらえています

中々寝付けないお客様には、職員とお話し
たり、お茶を飲んだりと眠くなるまでフロアで
過ごしていただいています。のんびりとお部
屋でテレビをご覧になられる方もいらっしゃ
います。

トイレでの排泄が出来る様、日常のカンファ
レンスや申し送り、会議の中で検討し、職員
間で話合い、取り組んでいます。

平均介護度は２．７で、尿意を感じてイレに向か
う人が多くいます。ケアサービスの成果として
パットの使用量が総じて減り、また２名の向上例
もあります。車いすは新棟４名で一人介助、既存
棟４名で二人介助と、手間と時間をかけ機能維
持に向け尽力しています

毎日のレクリエーションの中での体操、散歩
等の運動で排便を促す取り組みを行ってい
ますが薬を服用されている方がほとんどで
す。水分はこまめに提供、毎日の朝食で
ヨーグルトをお出ししています。
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50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

施設内の危険個所を把握し、安全に過ごし
ていただけるよう配慮しています。

ご本人様のご希望に合わせ、お部屋にて休
まれたり、思い思いの時間を過ごしていただ
いています。ソファーでうとうとされそのまま
お昼寝をされたり、気の合う方と仲良くお話
される姿はよくみられます。

居室整備や清掃は適宜行い、ご本人様の
作品や写真等を飾っております。
また入居時に、慣れ親しんだものをお持ち
頂いています。仏壇をお持ちの方がいらっ
しゃいます。

どの居室にも扉前には旅館のような風情のある
表札が掲げられています。新棟では、大きなク
ローゼットにプラスチックの衣装ケースを置くこと
で整理整頓できている部屋が多く、比較的広い
こともあってすっきりしています。勉強机や携帯
を持ち込んでいる人もいます

今現在では、電話をご希望されているお客
様はおりませんが、ご希望があれば、その
都度支援できます。年賀状はご自身で書い
て頂けるよう、支援していますが難しい方が
増えています。

清潔保持として、毎日の掃除に努め、感染
予防として、一日二回(朝・夕)にハイタ―消
毒を行なっています。また、暖房や冷房を使
い、室温の調整も行なっています。クーラー
の風が気になる方が多くクーラー前にター
プをつけてみました。

新棟の玄関にはスリッパ殺菌ディスペンサーも
あり、中に進んでも明るく清潔で、特にトイレの広
さは目を惹きます。窓も広くとられ、カーテンも二
重です。既存棟の掃出し窓の先には茶室の庭を
模したかのような風景が広がり、どちらも趣向の
異なる穏やかさがあります

現状、現金所持を希望されるお客様はい
らっしゃいません。お買い物の際には担当
職員だけではなく、なるべくご本人様と一緒
に行けるように配慮し、支援しています。
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○

○

○ ○

○
○

○
○

○
62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=2292300189-00&ServiceCd=320&Type=search 本年度４月に２ユニットが新棟として開所しました。続々と入所が重なり早々と満床となる慌た
だしい日々を乗り越え、落ち着きを持ち戻しつつある今日この頃です。利用者が増えたことか
ら、運営推進会議では参加しやすい日時をアンケートでとったところ、視覚障害のある家族は
盲導犬を帯同して足を運んでくださり、家族だけでも１０名という回もありました。更に、出欠席
票にはコメント欄を設定して、欠席者の意見も集めることもできています。新棟では入居時に
ベッド上の介護でおかゆだった人が、車いすを利用してリビングに出て常食となり、布パンツ
へと向上した例もあり、２ユニットが加わってもこやまケアが健在であることを証明しています

評価機関名 株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地 静岡県静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル１F-A

訪問調査日 令和7年2月6日

所在地 静岡県富士市岩本２３２－２

自己評価作成日 令和7年1月23日 評価結果市町村受理日 令和7年2月28日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2292300189 「自らが受けたいと思う医療と福祉の創造」を湖山医療福祉グループの理念とし、お客様とご家族様の
思いに寄り添ったケアと、お客様のペースを大切に穏やかに過ごしていただけるよう努めております。
2024年4月に2ユニット増床し3ユニットとなりました。お問合せも多く4月中には満床となりました。新しい
お客様が順次ご入居となる中でバタバタとした時期もありましたが現在は、お客様の笑顔が多くみられ
落ち着いた生活を送っていただくことができております。職員はユニット間の異動を適宜行い、現在は
よいチームとして日々お客様の生活を支えております。お客様はもちろん、職員にとっても花ごろもが
一番となるよう頑張っております。

法人名 医療法人財団百葉の会

事業所名 グループホーム花ごろも　新棟１階



グループホーム花ごろも　新棟１階

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

高齢者虐待法を遵守し取り組み実践してい
ます。日常ケアの中で傷や身体変化がない
よう日々確認を行っています。

運営推進会議に参加して頂き、意見を伺っ
ています。新規事業では富士市担当者より
丁寧なご指導をいただき感謝しております。

身体拘束ゼロを継続しており玄関も夜間以
外は施錠しておりません。日々の業務の中
で拘束については常に身体拘束ゼロを念頭
に置き、迅速に代替策を講じ対応していま
す。

地域の方々の意見を聞いて理解して頂ける
ように取り組みをしていきたいと思いますが
進んでおりません。地域の高齢者の方にご
利用いただけるようGHが増床し待機の方も
いらっしゃいます。

多くの意見をいただけるよう出欠席表にご
意見欄を作り展開をしています。活発な話
合いができる運営推進会議となるよう努め
ていきたいと思います。

湖山医療福祉グループ理念・行動指針・こ
やまケア行動方針を常に頭に置いて業務を
行っています。

昔ながらの馴染みのある隣組のような関係
を築きたいと思いますが行事も少なく交流
の機会は多くありません。今年はお客様代
表を歩いて地域のどんど焼きに行き地域に
より違いのある風習に地域の方とお話され
ていました。

自
己

外
部

項　　目
自己評価

静岡県

外部評価

実践状況
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グループホーム花ごろも　新棟１階

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価

静岡県

外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

研修や勉強会を行い、知識や技術の向上
に努めています。本年度は法人内の介護部
門研修の講師を務める職員がいる他、中途
採用者研修、実践者研修、実践リーダー研
修への参加をします。

連絡会を通して、情報収集や共有を図って
いますがコロナ禍であり管理者による
ZOOMでの協議のみであり本年度は交流会
も未定となっております。

法人統一でアンケートを実施しています。回
収率を上げるために方法を検討したり、法
人への直接回答で率直な意見が聞けるよう
にしています。意見には対応策を検討し取
り組んでいきます。

面談の実施、法人で職場環境、条件につい
て常に協議しており残業の削減、ワークライ
フバランスがとれ働きやすい職場を目指し
ています。

管理者より契約書、重要事項説明書、利用
におけるリスクの説明を行い、納得いただ
いてから契約を行っています。

ご家族に運営推進会議への参加をお願い
し、新棟のご家族様が多く参加くださってお
ります。ご意見箱を設置していますがご意
見は頂戴しておりません。

制度の理解を深め、有効活用できるように
と考えておりますが活用はできていおりませ
ん。
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グループホーム花ごろも　新棟１階

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価

静岡県

外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

席の配置やお話の内容、表情の変化等を
気にして関わっています。他者とのコミュニ
ケーションが難しいお客様には、職員が介
入しお話ができる様にしております。フロア
にあるソファで仲良くお話される姿がよくみ
られています。

職員からの近況報告とご家族様から思い出
話等を伺い、支援に生かしています。毎週
面会にお越しくださるご家族様もいらっしゃ
り職員にも暖かなお声掛けをしてくださいま
す。

年賀状はご本人様と誰に出すのか相談しな
がら送らせて頂いております。ご本人様に、
メッセージや名前を書いて頂ける様、声掛
け・支援しております。

本人様の出来る事・出来ない事の把握、ま
た行いたい事の把握をし、サービス提供を
しています。入所された今もなお、後ろめた
さを感じるとのお気持ちをお話くださったご
家族様のお気持ちをくみご家族支援もより
行っていきたいと思います。
今まで行ってきた家事や生活習慣を大事に
できるお手伝いは積極的に行っていただい
ています。お客様同士の相性も考え、座席
の位置やお話の間に入らせて頂くなど生活
しやすいよう配慮しています。パン好きの方
には近隣パン屋を制覇しようと楽しみの時
間を共にしています。

入居前のカンファレンスで、本人様のお気
持ちとケアについて、職員間で共有していま
す。ご本人様と同じ目線・立場に立って気持
ちを考える事を大事にしています。

施設見学時やご利用申し込み時には、ご家
族様のお話を丁寧にお聴きし、不安や悩み
についてお答えしています。入居時にご主
人様が入院中、まもなくご逝去された方の
精神的フォロー、ご家族支援に努めました。
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グループホーム花ごろも　新棟１階

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価

静岡県

外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

経過記録は、出来事がないと同じような記
述になってしまうことを反省し、お言葉やご
様子など、どうであったか、がわかるように
記録することに努めています。

ご本人様の状況に合わせて、お散歩、お昼
寝等、個別の対応を行っています。訪問美
容等との連携も図っています。

一日の過ごし方が、出来るだけ、ご本人様
の希望に沿えるようにしています。心身状
態や、ＡＤＬについては、朝・夕の申し送りと
業務日誌、ホワイトボード、ラインワークス
等を活用しながら、情報共有に努めていま
す。

計画作成担当者がご本人様のご様子やお
言葉、ご家族様、職員の意見をきき作成し
ています。

その人らしい生活ができるよう、起床時間や
日中の過ごす場所等、出来るだけ、ご本人
様の希望に沿えるよう努めています。また、
表情や様子からご本人様の立場に立った
声掛けをさせて頂いております。

ご利用前に、アセスメントシート・インテーク
を元に職員間で話し合いや回覧を行ってい
ます。本年度の実践者研修参加者は課題
をケアに反映したいと考え取り組んでいま
す。

入院や死去等で契約が終了したとしても、
相談がいつでもできる環境作りを行ってい
ます。ご家族様にもそのことを伝えておりま
す。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価

静岡県

外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

災害時マニュアル、避難確保計画、BCPを
作成、計画に基づき訓練をしています。地
域との協力体制はまだ築けておりません。

緊急時や、サービス担当者会議等で、ご家
族様のその時のお気持ちを伺っておりま
す。事業所として出来る限り希望に沿えるよ
う努めています。

マニュアル、フローにそった対応ができるよ
うに日ごろから急変、事故発生に備えてい
ますが訓練はできておりません。

体調の不良がみられた際は訪問看護ス
テーションに連絡、指示をもらい対応してい
ます。緊急時には訪看、主治医の迅速な対
応にご家族様も職員も安心感を感じており
ます。

お客様に変化が出たとき等は訪看、主治医
と連携を図ります。入院になった際には職
員も同行、病院関係者と連携をとり、帰設後
の対応についても整えています。

慰問や外出企画を楽しんでいただいており
ます。ご家族様、ご親戚の方との面会、外
出も積極的に行っていただいております。

ご利用時に納得を頂いたうえで、かかりつ
け医について説明をさせて頂いております。
初回訪問診療前に受診していただきスムー
ズな支援となっています。
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グループホーム花ごろも　新棟１階

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価

静岡県

外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

お食事の量、嗜好等、留意した支援、ききょ
うの郷の管理栄養士より月１回指導をいた
だいています。水分がとりずらい方には、ゼ
リーや味を変えたりなど、支援しています。

毎食後、口腔ケアを行い、口腔内の清潔保
持に努めています。また訪問歯科があり、
ご希望の方は利用されています。

お客様は着たいもの、身につけたいものを
職員と一緒に決めたり、支援をさせて頂い
ています。
また、衣替えもご家族様に協力しながら一
緒に行っています。

お食事のテーブル拭き等、職員と一緒に
行っています。食後には下膳や食器拭きも
お客様の出来ることはお願いしています。お
やつレクも実施しております。

職員主体にならないようにお客様の自己決
定を大事にしています。買い物に行きお好
きなものを選んでいただいております。

天気の良い日には外に散歩に出掛けたりと
その時の気分で、１日をお過ごしして頂いて
います。
ゴミ捨て、洗濯物干し、食器洗いなど家事も
積極的に行う方も多くいらっしゃいます。

こやまケアという、個別ケアについて取り組
んでおり個人の尊厳を守る働きかけをして
いますが全職員の深い理解には至っており
ません。
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自
己
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部
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自己評価

静岡県

外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

地域のどんど焼きにお客様代表が参加して
きました。地域で違う風習に地域の方をお
話がはずんでいました。

申し送りや会議、カンファレンスの中で、薬
について職員間周知をしていると共に、薬
情も必ず目を通します。訪問診療は訪看、
薬剤師も同席、適切な服薬についてご相談
させて頂いています。

職員と共に家事等のお仕事はできることを
担って頂いています。気候がよければお散
歩に出掛け、気分転換を図っています。夜
の床掃除を手伝ってくださる方もいらっしゃ
います。

その時折のお客様の様子や気分によってお
誘いしています。
またお好きなお湯加減、時間等、お客様の
気持ちに沿った支援を行っています。

職員とお話したり、お茶を飲んだりと眠くなる
までフロアで過ごしていただいています。の
んびりとお部屋でテレビをご覧になられる方
もいらっしゃいます。寒い時期ですので湯た
んぽを愛用されている方もいらっしゃいま
す。

トイレでの排泄が出来る様、日常のカンファ
レンスや申し送り、会議の中で検討し、職員
間で話合い、取り組み改善された方もいま
す。

毎日のレクリエーションの中での体操、散歩
等の運動で排便を促す取り組みを行ってい
ますが薬を服用されている方がほとんどで
す。水分はこまめに提供、毎日の朝食で
ヨーグルトをお出ししています。
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部
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自己評価

静岡県

外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

施設内の危険個所を把握し、安全に過ごし
ていただけるよう配慮しています。

ご本人様のご希望に合わせ、お部屋にて休
まれたり、思い思いの時間を過ごしていただ
いています。ソファーでうとうとされそのまま
お昼寝をされたり、気の合う方と仲良くお話
される姿はよくみられます。

居室整備や清掃は適宜行い、ご本人様の
作品や写真等を飾っております。
また入居時に、慣れ親しんだものをお持ち
頂いています。仏壇やお琴をお持ちの方が
いらっしゃいます。

今現在では、電話をご希望されているお客
様はおりませんが、ご希望があれば、その
都度支援していきます。年賀状はご自身で
書いて頂けるよう、支援しています。

清潔保持として、毎日の掃除に努め、感染
予防として、一日二回(朝・夕)にハイタ―消
毒を行なっています。また、暖房や冷房を使
い、室温の調整も行なっています。レクで作
成した掲示物がきれいに飾られています。

現在は買い物代は立て替えとしておりま
す。お買い物の際には職員だけではなく、な
るべくお客様と一緒に行けるよう、支援して
います。
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62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=2292300189-00&ServiceCd=320&Type=search 本年度４月に２ユニットが新棟として開所しました。続々と入所が重なり早々と満床となる慌た
だしい日々を乗り越え、落ち着きを持ち戻しつつある今日この頃です。利用者が増えたことか
ら、運営推進会議では参加しやすい日時をアンケートでとったところ、視覚障害のある家族は
盲導犬を帯同して足を運んでくださり、家族だけでも１０名という回もありました。更に、出欠席
票にはコメント欄を設定して、欠席者の意見も集めることもできています。新棟では入居時に
ベッド上の介護でおかゆだった人が、車いすを利用してリビングに出て常食となり、布パンツ
へと向上した例もあり、２ユニットが加わってもこやまケアが健在であることを証明しています

評価機関名 株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地 静岡県静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル１F-A

訪問調査日 令和7年2月6日

所在地 静岡県富士市岩本２３２－２

自己評価作成日 令和7年1月23日 評価結果市町村受理日 令和7年2月28日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2292300189 「自らが受けたいと思う医療と福祉の創造」を湖山医療福祉グループの理念とし、お客様とご
家族様の思いに寄り添ったケアと、お客様のペースを大切に穏やかに過ごしていただけるよう
努めております。2024年4月に増床し3ユニットとなりましたが4月中には満床となりました。開
設時は既存GHからの副主任がいたこともあり当初からしくみが定着し、企画も多く実施されま
した。新たなリーダーは防災の意識が高く花ごろもとしての防災への取り組みに力を入れ、も
しもへの備えを積み重ねています。お客様の楽しみにも注力し企画、フロアの装飾にも現れて
います。

法人名 医療法人財団百葉の会

事業所名 グループホーム花ごろも　新棟２階



グループホーム花ごろも　新棟２階

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

高齢者虐待法を遵守し取り組み実践してい
ます。日常ケアの中で傷や身体変化がない
よう日々確認を行っています。

運営推進会議に参加して頂き、意見を伺っ
ています。新規事業では富士市担当者より
丁寧なご指導をいただき感謝しております。

身体拘束ゼロを継続しており玄関も夜間以
外は施錠しておりません。日々の業務の中
で拘束については常に身体拘束ゼロを念頭
に置き、迅速に代替策を講じ対応していま
す。

地域の方々の意見を聞いて理解して頂ける
ように取り組みをしていきたいと思いますが
進んでおりません。地域の高齢者の方にご
利用いただけるようGHが増床し待機の方も
いらっしゃいます。

多くの意見をいただけるよう出欠席表にご
意見欄を作り展開をしています。活発な話
合いができる運営推進会議となるよう努め
ていきたいと思います。

湖山医療福祉グループ理念・行動指針・こ
やまケア行動方針を常に頭に置いて業務を
行っています。

昔ながらの馴染みのある隣組のような関係
を築きたいと思いますが行事も少なく交流
の機会は多くありません。今年はお客様代
表を歩いて地域のどんど焼きに行き地域に
より違いのある風習に地域の方とお話され
ていました。

自
己

外
部

項　　目
自己評価

静岡県

外部評価

実践状況
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グループホーム花ごろも　新棟２階

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価

静岡県

外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

研修や勉強会を行い、知識や技術の向上
に努めています。本年度は法人内の介護部
門研修の講師を務める職員がいる他、中途
採用者研修、実践者研修、実践リーダー研
修への参加をします。

連絡会を通して、情報収集や共有を図って
いますがコロナ禍であり管理者による
ZOOMでの協議のみであり本年度は交流会
も未定となっております。

法人統一でアンケートを実施しています。回
収率を上げるために方法を検討したり、法
人への直接回答で率直な意見が聞けるよう
にしています。意見には対応策を検討し取
り組んでいきます。

面談の実施、法人で職場環境、条件につい
て常に協議しており残業の削減、ワークライ
フバランスがとれ働きやすい職場を目指し
ています。

管理者より契約書、重要事項説明書、利用
におけるリスクの説明を行い、納得いただ
いてから契約を行っています。

ご家族に運営推進会議への参加をお願い
し、新棟のご家族様が多く参加くださってお
ります。ご意見箱を設置していますがご意
見は頂戴しておりません。

制度の理解を深め、有効活用できるように
と考えておりますが活用はできていおりませ
ん。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価

静岡県

外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

席の配置やお話の内容、表情の変化等を
気にして関わっています。他者とのコミュニ
ケーションが難しいお客様には、職員が介
入しお話ができる様にしております。フロア
にあるソファで仲良くお話される姿がよくみ
られています。

職員からの近況報告とご家族様から思い出
話等を伺い、支援に生かしています。毎週
面会にお越しくださるご家族様もいらっしゃ
り職員にも暖かなお声掛けをしてくださいま
す。

年賀状はご本人様と誰に出すのか相談しな
がら送らせて頂いております。ご本人様に、
メッセージや名前を書いて頂ける様、声掛
け・支援しております。

本人様の出来る事・出来ない事の把握、ま
た行いたい事の把握をし、サービス提供を
しています。入所された今もなお、後ろめた
さを感じるとのお気持ちをお話くださったご
家族様のお気持ちをくみご家族支援もより
行っていきたいと思います。
今まで行ってきた家事や生活習慣を大事に
できるお手伝いは積極的に行っていただい
ています。お客様同士の相性も考え、座席
の位置やお話の間に入らせて頂くなど生活
しやすいよう配慮しています。パン好きの方
には近隣パン屋を制覇しようと楽しみの時
間を共にしています。

入居前のカンファレンスで、本人様のお気
持ちとケアについて、職員間で共有していま
す。ご本人様と同じ目線・立場に立って気持
ちを考える事を大事にしています。

施設見学時やご利用申し込み時には、ご家
族様のお話を丁寧にお聴きし、不安や悩み
についてお答えしています。入居時にご主
人様が入院中、まもなくご逝去された方の
精神的フォロー、ご家族支援に努めました。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価

静岡県

外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

経過記録は、出来事がないと同じような記
述になってしまうことを反省し、お言葉やご
様子など、どうであったか、がわかるように
記録することに努めています。

ご本人様の状況に合わせて、お散歩、お昼
寝等、個別の対応を行っています。訪問美
容等との連携も図っています。

一日の過ごし方が、出来るだけ、ご本人様
の希望に沿えるようにしています。心身状
態や、ＡＤＬについては、朝・夕の申し送りと
業務日誌、ホワイトボード、ラインワークス
等を活用しながら、情報共有に努めていま
す。

計画作成担当者がご本人様のご様子やお
言葉、ご家族様、職員の意見をきき作成し
ています。

その人らしい生活ができるよう、起床時間や
日中の過ごす場所等、出来るだけ、ご本人
様の希望に沿えるよう努めています。また、
表情や様子からご本人様の立場に立った
声掛けをさせて頂いております。

ご利用前に、アセスメントシート・インテーク
を元に職員間で話し合いや回覧を行ってい
ます。本年度の実践者研修参加者は課題
をケアに反映したいと考え取り組んでいま
す。

入院や死去等で契約が終了したとしても、
相談がいつでもできる環境作りを行ってい
ます。ご家族様にもそのことを伝えておりま
す。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価

静岡県

外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

災害時マニュアル、避難確保計画、BCPを
作成、計画に基づき訓練をしています。地
域との協力体制はまだ築けておりません。

緊急時や、サービス担当者会議等で、ご家
族様のその時のお気持ちを伺っておりま
す。事業所として出来る限り希望に沿えるよ
う努めています。

マニュアル、フローにそった対応ができるよ
うに日ごろから急変、事故発生に備えてい
ますが訓練はできておりません。

体調の不良がみられた際は訪問看護ス
テーションに連絡、指示をもらい対応してい
ます。緊急時には訪看、主治医の迅速な対
応にご家族様も職員も安心感を感じており
ます。

お客様に変化が出たとき等は訪看、主治医
と連携を図ります。入院になった際には職
員も同行、病院関係者と連携をとり、帰設後
の対応についても整えています。

慰問や外出企画を楽しんでいただいており
ます。ご家族様、ご親戚の方との面会、外
出も積極的に行っていただいております。

ご利用時に納得を頂いたうえで、かかりつ
け医について説明をさせて頂いております。
初回訪問診療前に受診していただきスムー
ズな支援となっています。
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Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

お食事の量、嗜好等、留意した支援、ききょ
うの郷の管理栄養士より月１回指導をいた
だいています。水分がとりずらい方には、ゼ
リーや味を変えたりなど、支援しています。

毎食後、口腔ケアを行い、口腔内の清潔保
持に努めています。また訪問歯科があり、
ご希望の方は利用されています。

お客様は着たいもの、身につけたいものを
職員と一緒に決めたり、支援をさせて頂い
ています。
また、衣替えもご家族様に協力しながら一
緒に行っています。

お食事のテーブル拭き等、職員と一緒に
行っています。食後には下膳や食器拭きも
お客様の出来ることはお願いしています。お
やつレクも実施しております。

職員主体にならないようにお客様の自己決
定を大事にしています。買い物に行きお好
きなものを選んでいただいております。

天気の良い日には外に散歩に出掛けたりと
その時の気分で、１日をお過ごしして頂いて
います。
ゴミ捨て、洗濯物干し、食器洗いなど家事も
積極的に行う方も多くいらっしゃいます。

こやまケアという、個別ケアについて取り組
んでおり個人の尊厳を守る働きかけをして
いますが全職員の深い理解には至っており
ません。
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43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

地域のどんど焼きにお客様代表が参加して
きました。地域で違う風習に地域の方をお
話がはずんでいました。

申し送りや会議、カンファレンスの中で、薬
について職員間周知をしていると共に、薬
情も必ず目を通します。訪問診療は訪看、
薬剤師も同席、適切な服薬についてご相談
させて頂いています。

職員と共に家事等のお仕事はできることを
担って頂いています。気候がよければお散
歩に出掛け、気分転換を図っています。夜
の床掃除を手伝ってくださる方もいらっしゃ
います。

その時折のお客様の様子や気分によってお
誘いしています。
またお好きなお湯加減、時間等、お客様の
気持ちに沿った支援を行っています。

職員とお話したり、お茶を飲んだりと眠くなる
までフロアで過ごしていただいています。の
んびりとお部屋でテレビをご覧になられる方
もいらっしゃいます。寒い時期ですので湯た
んぽを愛用されている方もいらっしゃいま
す。

トイレでの排泄が出来る様、日常のカンファ
レンスや申し送り、会議の中で検討し、職員
間で話合い、取り組み改善された方もいま
す。

毎日のレクリエーションの中での体操、散歩
等の運動で排便を促す取り組みを行ってい
ますが薬を服用されている方がほとんどで
す。水分はこまめに提供、毎日の朝食で
ヨーグルトをお出ししています。
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50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

施設内の危険個所を把握し、安全に過ごし
ていただけるよう配慮しています。

ご本人様のご希望に合わせ、お部屋にて休
まれたり、思い思いの時間を過ごしていただ
いています。ソファーでうとうとされそのまま
お昼寝をされたり、気の合う方と仲良くお話
される姿はよくみられます。

居室整備や清掃は適宜行い、ご本人様の
作品や写真等を飾っております。
また入居時に、慣れ親しんだものをお持ち
頂いています。仏壇やお琴をお持ちの方が
いらっしゃいます。

今現在では、電話をご希望されているお客
様はおりませんが、ご希望があれば、その
都度支援していきます。年賀状はご自身で
書いて頂けるよう、支援しています。

清潔保持として、毎日の掃除に努め、感染
予防として、一日二回(朝・夕)にハイタ―消
毒を行なっています。また、暖房や冷房を使
い、室温の調整も行なっています。レクで作
成した掲示物がきれいに飾られています。

現在は買い物代は立て替えとしておりま
す。お買い物の際には職員だけではなく、な
るべくお客様と一緒に行けるよう、支援して
います。
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